
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽井沢 22世紀風土フォーラム通信 

～みんなで軽井沢の風土を磨き上げる～ 
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2019 冬⛄ 

  2016 年 5 月、風土フォーラムが動き出しました。風土フォーラムは、軽井沢に関わる全ての人が共に将来

の軽井沢をつくる「風土自治」の実践の場として、「軽井沢グランドデザイン」で提案されている組織です。 

「軽いざわざわ」は風土フォーラムの活動をお伝えするための季刊紙です。 

 

 
   基本会議委員にお聞きします・・・ 

 

 

 

 

 

 
—第２期の任期もわずかとなってきましたが、基本会

議に参加されて良かった点はなんでしょうか。 

別荘地に住んでいるため、参加する前は町の人たち

とあまり関わる機会はありませんでした。しかし、こ

の会議に参加したことで、旧住民や新住民、別荘住民

など多彩な方とお話しする機会が増えました。そのよ

うな交流を通して、私の知らない軽井沢を知ることが

できた点が良かったと思います。 

—中嶋委員は全国各地で地域活性化の取り組みをさ

れてきたかと思いますが、他の地域と軽井沢を比較し

て感じることはありますか。 

これまでに、全国そして県内各地で地域活性化の取

り組みに携わってきましたが、その他の地域と比べて

軽井沢は保守的だと感じてしまいます。もちろん大切

に”守ってきた”からこそ、今のすてきな軽井沢がある

のですが、新しく何かをやろうとしたときに高い壁を

感じてしまうのは私だけでしょうか。 

時代は、地球のようにゆっくりと回転しています。

だから止まっているとぽつんと置いていかれてしま

います。同じ速度で進んでいることが”変わらない”と

いうことなんです。 

—中嶋委員が座長を務めるコミュニティ共創プロジ

ェクトチーム（ＰＴ）では、大日向地区での社会実験

について話を進めているかと思います。座長としての

今後の展開に対する想いをお聞かせください。 

じっくり焦らずに進めることが大切だと思います。

つまり、我々のスピード感ではなく、「くらしの時間」

の中で決めていけばいいんです。社会実験は住民の皆

さんの合意のもとに進めていかなければなりませ

ん。地域の人たちがやってみようと思われたときに

適切なサポートができるようなＰＴでありたいと

思います。 

—２２世紀の軽井沢に向けての想いをお聞かせく

ださい。 

地域の未来は「ひとりで考えるもの」ではなく、

「みんなで考えるもの」だと思います。未来は“予測

する”ものではなく、“皆で創る”ものだからです。 

これからの未来をつくるのは、私たちではなく子

どもたちです。私のようなものにインタビューする

より、もっと子どもたちの話に耳を傾けてあげてく

ださいな(笑)。 

私も軽井沢の未来を議論するのは好きですが、自

分のほんとうの役割は、未来を考えてくれる次世

代・次々世代を育てることだと心に決めています。 

 

 

発行日：令和元年 12月 12日 
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信州大学特任教授とし

て応用情報学を専門と

し、地方創生や問題解決

などの研究をしている。 

地域活性学会の会長も

務め、全国各地のまちづ

くりに関わるなど幅広

い分野で活躍する。 

 

軽井沢 22世紀風土フォーラムの「基本会議」は、知識経験者、公募、町職員の 15名で構

成する風土フォーラムの中心的組織です。 

今回のインタビューでは、第２期より知識経験者として基本会議に参加し、コミュニティ共

創プロジェクトチームの座長も務める中嶋聞多委員にお話を伺いました。 



 

 

 

  

 

ご不明な点や、ご意見がありましたら、ぜひ

風土フォーラム事務局までお寄せください。 

直売所 店 
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■軽井沢 22世紀風土フォーラム事務局 

場 所：軽井沢町大字発地 2564-1 

軽井沢発地市庭内 

電話・FAX：0267-45-0121 

Ｅメール：22fuudo@town.karuizawa.nagano.jp 

Ｓ Ｎ Ｓ： 

おととし都市公園法が改正され、緑地や広場として囲

い込んで管理や保全することを主眼としてきた方針が

転換され、生活や観光に密着した魅力がある都市空間と

して開放し、民間資金も導入して積極的な活用・開発が

認められるようになりました。都市の中に公園を抱え込

む時代から、公園の中に都市が展開する時代に様変わり

したともいえます。 

この流れの中で最近登場したのが「ガーデン・ツーリ

ズム」という発想で、それぞれの地域に点在する庭園や

緑地などを貴重な観光資源としてストーリー性豊かに

再編することで、社会的価値を高めようという考え方で

す。今年春から国による登録制度がスタートしており、

「ガーデンネックレス横浜」、「にいがた庭園街道」、「宮

崎花旅 365」など 8 つが登録されています。たとえば横

浜の場合、日本を代表する最先端都市であると同時に、

異国情緒漂う港町であり、周辺部は緑豊かな田園都市で

もあるという多様な表情を生かして、花と緑の物語の街

に仕立てようという挑戦です。 

翻って我が町軽井沢は、雄大な浅間の山ふところに

抱かれ、雑木林と苔のコントラストに彩られ、水辺の

風景にも恵まれて、町全体が一つの庭園を成してい

て、その意味でも、姉妹都市ウィスラーに良く似てい

ます。そして点在する文化施設や観光スポットは歴史

的にも景観的にも第一級のレベルで、「国際親善文化

観光都市」にふさわしい価値を備えていますが、一つ

ひとつは地味で孤立しており、ネットワーク性も十分

とはいえません。度の過ぎた演出や飾り立ては必要あ

りませんが、ちょっとした庭仕立てとか花壇作りとか

フラワーポットの配置といった庭園感覚が欲しいと

ころです。インバウンドの対象を広げようとしている

欧米・オセアニア地域の人々はこうした要素に敏感で

す。 

“瑠璃
る り

も玻璃
は り

も照らせば光る”といいます。埋もれか

けている歴史や文化に花のスポットライトを当て、新

しい味付けをしてはどうでしょう。軽井沢型ガーデ

ン・ツーリズムにつながるでしょう。 

 

 軽井沢グランドデザインが提

案する５つのエリアデザインの

うち、新軽井沢エリアと中軽井

沢エリアで具体化・具現化に向

けた検討が始まっています。 

 

 

 

地域の皆さんが運営メンバー

となり、まちづくりに対する想

いを共有し合いながら地域の将

来像について考えていきます。 

高学年チームの子どもたちと「未来のまち」 

エリアデザインの具現化に向け

て動き始めている中軽井沢を開催

地とし、子どもたちに今の中軽井沢

を知ってもらい、“未来のまち”を考

えてもらおうと開催しました。 

■今の中軽井沢を知る！ 

まずは、今の中軽井沢にあるもの

を知ってもらうため、町役場周辺の

まち歩きを行いました。中央公民館

を出発し、くつかけテラスや長倉神

社などを見て回り、楽しくまち歩き

をしながら今の中軽井沢について

学ぶことができました。 

■未来の中軽井沢を考える！ 

まち歩きで見てきたものを振り

返り、「未来の中軽井沢にあったら

いいもの」を一人ひとりが考え、レ

ゴブロックを使って作品をつくり

ました。その後は、グループのみん

なと協力してひとつの「未来のま

ち」をつくりました。 

最後の全体発表では、高学年チー

ムから「たくさんの人が集まるにぎ

やかな中軽井沢をつくりました！」

と発表がありました。 

 
【10月 20日開催】チームみらいえキッズイベント 

レゴブロックを使って、中軽井沢の未来を考えよう！ 

中軽井沢エリアデザイン 


